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1.  平成21年3月期第3四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第3四半期 5,832 ― 121 ― 137 ― △41 ―

20年3月期第3四半期 6,418 △5.5 401 △49.2 410 △49.4 224 △46.6

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益

円 銭 円 銭

21年3月期第3四半期 △2.83 ―

20年3月期第3四半期 14.99 14.95

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第3四半期 10,767 8,081 75.1 546.67
20年3月期 11,455 8,333 72.7 563.59

（参考） 自己資本   21年3月期第3四半期  8,081百万円 20年3月期  8,333百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  有  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― 4.00 ― 4.00 8.00
21年3月期 ― 4.00 ― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ――― 2.00 6.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 7,410 △13.6 5 △98.9 12 △97.4 △248 ― △16.77

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

(注）詳細は、３ページに【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧下さい。  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

(注）詳細は、３ページに【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧下さい。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他の特記事項 
（１）本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績
等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
（２）当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第１２号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針
第１４号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 
(３）本資料の開示と同時に「業績予想の修正に関するお知らせ」及び「平成21年３月期（第47期）配当予想に関するお知らせ」を開示しております。  

新規 ― 社 （社名 ） 除外 ― 社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第3四半期  15,486,000株 20年3月期  16,086,000株

② 期末自己株式数 21年3月期第3四半期  703,145株 20年3月期  1,299,506株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第3四半期  14,784,396株 20年3月期第3四半期  14,961,182株



定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、金融危機がもたらした世界同時不況による輸出の不振、雇用環

境の悪化に伴う消費の低迷など厳しい経済状況のうちに推移いたしました。

  当社グループをとりまくエレクトロニクス業界におきましては、急激な円高と世界同時不況による輸出の急減、企

業業績不振による設備需要の冷え込み、雇用不安による買い控えに加え、一部原材料価格の高止まりは続き厳しい経

営環境のなかで推移しました。

  このような環境の下、当社グループは、比較的堅調さを取り戻した遊技機器市場や今後有望と見込まれる車載機器

市場、画像機器市場を中心に営業活動の強化、及び製造コスト削減活動を推し進める一方で新たな市場開拓のため、

基板間接続のスタックや垂直タイプに続く基板間完全水平接続タイプの0.635mmピッチ２ピースコネクタ、多様な機

器構造への対応として0.5mmピッチフローティングコネクタスタックタイプの品種追加等を行いました。

  以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は58億32百万円、経常利益は１億37百万円となりました。しかし

ながら、投資有価証券評価損72百万円並びに、繰延税金資産の回収可能性を検討し繰延税金資産を取り崩したことに

よる法人税等調整額96百万円等により、四半期純損失は41百万円となりました。

 

２．連結財政状態に関する定性的情報

　

　当第３四半期末における総資産は前連結会計年度末に比べ６億87百万円減少し、107億67百万円となりました。これ

は、受取手形及び売掛金の減少額２億19百万円、有形固定資産の減少額１億79百万円、投資有価証券の減少額98百万

円並びに原材料及び貯蔵品の減少額97百万円があったこと等によるものであります。

　負債につきましては、前連結会計年度末に比べ４億35百万円減少し、26億85百万円となりました。これは、支払手

形及び買掛金の減少額１億49百万円、賞与引当金の減少額１億２百万円並びに短期借入金の減少額50百万円等による

ものであります。

　純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ２億52百万円減少し、80億81百万円となり、自己資本比率は前連

結会計年度末に比べ、2.4ポイント上昇し、75.1％となりました。

（キャッシュ・フローの状況）

　当第３四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ24

百万円増加し、当第３四半期連結会計期間末には９億77百万円となりました。

 (1）営業活動によるキャッシュ・フロー 

　当第３四半期連結累計期間における営業活動の結果得られた資金は８億66百万円となりました。これは、仕入債務

の減少額１億22百万円及び法人税等の支払額１億３百万円があったものの、減価償却費６億21百万円及び税金等調整

前四半期純利益73百万円の計上並びに売上債権の減少額２億17百万円及び棚卸資産の減少額１億80百万円があったこ

と等によるものであります。

 (2) 投資活動によるキャッシュ・フロー　

　当第３四半期連結累計期間における投資活動の結果使用した資金は６億56百万円となりました。これは、投資有価

証券の売却による収入99百万円があったものの、有形固定資産の取得による支出５億79百万円及び投資有価証券の取

得による支出１億86百万円があったこと等によるものであります。

 (3) 財務活動によるキャッシュ・フロー

　当第３四半期連結累計期間における財務活動の結果使用した資金は１億69百万円となりました。これは、配当金の

支払額１億14百万円及び短期借入金の減少額50百万円があったこと等によるものであります。

 

３．連結業績予想に関する定性的情報

　当第３四半期連結累計期間における業績の進捗を勘案し、業績予想の見直しを行った結果、平成20年10月30日に公

表いたました「通期の業績予想（平成20年４月１日～平成21年３月31日)」を下回る見通しとなったため、これを修正

しております。

　詳細は、本日別途開示いたしました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。

 



４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

　該当事項はありません。

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　①たな卸資産の評価方法

　当第３四半期連結会計期間末のたな卸高の算出に関して、実地たな卸を省略し、第２四半期連結会計期間末決

算に係る実地たな卸高を基礎として合理的な方法により算定しております。

　②一般債権の貸倒見積高の算定方法

　貸倒実績等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認められる場合に、前連結会計年度決算

において算定した貸倒実績率の合理的な基準を使用して一般債権の貸倒見積高を算定しております。

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

　①当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に

関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸

表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。

　②通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として総平均法による原価法によっておりまし

たが、第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月

５日）が適用されたことに伴い、主として総平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基

づく簿価切下げの方法）により算定しております。

　これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益は、それぞれ6,818千円減少し、税金等調整前

四半期純利益は、12,847千円減少しております。

　③当第３四半期連結会計期間における税金費用については、従来、連結会計年度の税引前当期純利益に対する

税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法

を採用しておりましたが、税金費用をより合理的に配分するために、当第３四半期連結会計期間より原則法に変

更しております。

　なお、この変更による影響は軽微であります。　

　



５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末 
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部   
流動資産   
現金及び預金 977,374 952,642 
受取手形及び売掛金 3,076,037 3,295,892 
商品及び製品 312,666 370,301 
仕掛品 28,539 55,698 
原材料及び貯蔵品 362,389 459,691 
その他 292,639 288,375 
貸倒引当金 △3,193 △3,453 

流動資産合計 5,046,454 5,419,148 

固定資産   
有形固定資産   
建物及び構築物（純額） 1,178,263 1,220,001 
機械装置及び運搬具（純額） 1,551,055 1,533,692 
工具、器具及び備品（純額） 416,972 572,428 
土地 730,774 730,774 
有形固定資産合計 3,877,065 4,056,895 

無形固定資産 65,916 73,819 
投資その他の資産   
投資有価証券 573,868 672,121 
その他 1,204,031 1,233,115 
投資その他の資産合計 1,777,899 1,905,237 

固定資産合計 5,720,881 6,035,952 

繰延資産 25 166 
資産合計 10,767,360 11,455,267 

負債の部   
流動負債   
支払手形及び買掛金 1,257,136 1,406,402 
短期借入金 550,000 600,000 
未払法人税等 － 46,542 
賞与引当金 55,676 158,613 
その他 266,295 362,562 
流動負債合計 2,129,108 2,574,120 

固定負債   
社債 300,000 300,000 
退職給付引当金 176,865 160,265 
その他 79,978 87,328 
固定負債合計 556,844 547,593 

負債合計 2,685,952 3,121,714 



（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末 
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

純資産の部   
株主資本   
資本金 1,617,000 1,617,000 
資本剰余金 1,440,058 1,457,008 
利益剰余金 5,235,775 5,519,292 
自己株式 △164,212 △303,717 

株主資本合計 8,128,621 8,289,583 
評価・換算差額等   
その他有価証券評価差額金 △33,646 44,154 
為替換算調整勘定 △13,566 △185 

評価・換算差額等合計 △47,212 43,969 

純資産合計 8,081,408 8,333,552 

負債純資産合計 10,767,360 11,455,267 



（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

売上高 5,832,145 
売上原価 4,673,630 
売上総利益 1,158,514 
販売費及び一般管理費 1,037,419 
営業利益 121,095 
営業外収益  
受取利息 1,533 
受取配当金 16,879 
為替差益 4,888 
その他 9,151 
営業外収益合計 32,453 

営業外費用  
支払利息 10,223 
支払手数料 4,893 
その他 672 
営業外費用合計 15,789 

経常利益 137,759 
特別利益  
貸倒引当金戻入額 260 
投資有価証券売却益 35,315 
特別利益合計 35,576 

特別損失  
固定資産売却損 708 
固定資産除却損 2,783 
たな卸資産評価損 6,028 
投資有価証券評価損 72,616 
関係会社株式評価損 17,972 
特別損失合計 100,110 

税金等調整前四半期純利益 73,225 
法人税、住民税及び事業税 18,198 
法人税等調整額 96,986 
法人税等合計 115,185 

四半期純損失（△） △41,959 



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 
（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  
税金等調整前四半期純利益 73,225 
減価償却費 621,821 
貸倒引当金の増減額（△は減少） △260 
賞与引当金の増減額（△は減少） △102,880 
退職給付引当金の増減額（△は減少） 16,600 
受取利息及び受取配当金 △18,413 
支払利息 10,223 
支払手数料 4,893 
為替差損益（△は益） 5,674 
固定資産売却損益（△は益） 708 
固定資産除却損 2,783 
投資有価証券売却損益（△は益） △35,315 
投資有価証券評価損益（△は益） 72,616 
関係会社株式評価損 17,972 
売上債権の増減額（△は増加） 217,189 
たな卸資産の増減額（△は増加） 180,672 
仕入債務の増減額（△は減少） △122,944 
その他 14,408 
小計 958,975 
利息及び配当金の受取額 18,807 
利息の支払額 △8,287 
法人税等の支払額 △103,112 

営業活動によるキャッシュ・フロー 866,383 
投資活動によるキャッシュ・フロー  
有形固定資産の取得による支出 △579,397 
有形固定資産の売却による収入 1,500 
投資有価証券の取得による支出 △186,435 
投資有価証券の売却による収入 99,138 
貸付けによる支出 △350 
貸付金の回収による収入 6,162 
保険積立金の積立による支出 △73,120 
保険積立金の払戻による収入 76,891 
その他 △1,033 

投資活動によるキャッシュ・フロー △656,644 



（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー  
短期借入金の純増減額（△は減少） △50,000 
自己株式の取得による支出 △721 
配当金の支払額 △114,088 
その他 △4,893 

財務活動によるキャッシュ・フロー △169,703 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △15,303 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 24,731 

現金及び現金同等物の期首残高 952,642 
現金及び現金同等物の四半期末残高 977,374 



　当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に

従い四半期連結財務諸表を作成しております。

（４）継続企業の前提に関する注記

　該当事項はありません。

（５）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

　当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

　当社グループは、コネクタの専門メーカーとして、同一のセグメントに属するコネクタの製造・販売を行って

おり、当該事業以外の事業の種類がないため、該当事項はありません。

〔所在地別セグメント情報〕

　当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

　本邦の売上高及び資産の金額は、全セグメントの売上高及び資産の金額の合計額に占める割合が90％超である

ため、所在地別セグメント情報の記載を省略をしております。

〔海外売上高〕

　当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

　海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

　平成20年９月４日開催の取締役会において会社法第178条の規定に基づき、自己株式の消却を決議し、平成20年

９月19日に発行済株式総数は600,000株減少し、15,486,000株となりました。この結果、第２四半期連結会計期間

において、資本剰余金が16,950千円、利益剰余金が123,276千円、自己株式が140,226千円減少し、第２四半期連

結会計期間末において、資本剰余金が1,440,058千円、利益剰余金が5,399,091千円、自己株式が164,087千円と

なっております。



「参考資料」

前年同四半期に係る財務諸表等

（要約）四半期連結損益計算書

 

科目

前第３四半期連結累計期間
(自　平成19年４月１日

　 至　平成19年12月31日）

金額（千円）

Ⅰ　売上高 6,418,900

Ⅱ　売上原価 4,854,228

売上総利益 1,564,672

Ⅲ　販売費及び一般管理費 1,163,002

営業利益 401,669

Ⅳ　営業外収益 27,166

Ⅴ　営業外費用 18,541

経常利益　 410,294

Ⅵ　特別利益 297

Ⅶ　特別損失　 12,379

税金等調整前四半期純利益　 398,213

法人税等　 173,946

四半期純利益 224,267
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